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①登山基本情報  ※登山ルートや登山口等富士山登山に関する基本的な情報 

提供する時期 
提供情報の内容 準備 

段階 
登山 
開始前 

登山中 

登山基本情報 

●登山シーズン 

・７月から９月上旬 
※登山ルート、山小屋、安全指導センターや救護所等の施設ごとに毎年、開設

期間が異なるため、各管理者の情報を確認のこと。 
※７月の山開き直後は、残雪のために利用できないルートや区間があるため注

意。 

 
◎ 

 
◎ 

 
― 

●登山口・登山ルート 

・４ルート（ルート名、ルートの色、登山口名は統一） 
【吉田ルート】 黄色、富士スバルライン五合目 
【富士宮ルート】青色、富士宮口五合目 
【御殿場ルート】緑色、御殿場口新五合目 
【須走ルート】 赤色、須走口五合目 

◎ ◎ ◎ 

●各登山ルートの特徴・注意事項 

※別表参照 
◎ ◎ ○ 

●必要な装備 

・出発前に必ず確認。 
・装備が不備な場合は、五合目で調達可能なものがある。（吉田ルートでは、ほ

とんどの必要な装備が購入可能） 
＜必要な装備＞ 

・登山靴またはトレッキングシューズ 
・雨具 
・防寒着 
・綿素材ではない肌着 
・ヘッドランプ 
・水（約２リットル）、行動食、ゴミ袋、トイレのチップ用小銭、帽子 

◎ ◎ ― 

●歩き方・トレーニング 

・オーバーペースにならないよう注意。 
・事前のトレーニングや体力づくりが必要。 

◎ ◎ ○ 

 

 
  富士山登山者に提供すべき情報 

/富士山における適正利用推進協議会 
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②安全情報  ※富士山登山のリスク、遭難や事故、高山病等の予防・対策のための情報 

提供する時期 
提供情報の内容 準備 

段階 
登山 
開始前 

登山中 

安全情報・緊急情報 

●最新気象情報 

・気象情報・予報（天気、気温、風力、気圧、霧、雷、等） 

・台風等低気圧の接近情報 

・警報・注意報 

 
○ 

 
◎ 

 
◎ 

遭難・事故のリスク情報 

●気温差や天候急変の危険 

・山頂と平地との気温差が大きい。 
・山頂の気温は、真夏でも氷点下になることがある。低体温症の危険があるため

防寒・防風対策が必要。特に、ご来光を待つ時間。 
・天候が急変しやすい。 
・強風（強風時の山頂お鉢めぐりは危険） 
・雷、濃霧の発生（落雷の危険、濃霧による道迷いの危険） 
・安全指導センターや山小屋等で登山当日の気象状況を必ず確認。 
・警報発令時には、登らない。速やかに下山。急変時は山小屋等へ避難。 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

●遭難・事故の危険 

・遭難は、疲労や体力不足、装備不備、悪天候、高山病、持病等が主な原因。 
（遭難・事故の発生状況、救護件数を示す。） 
・登山初心者は、単独登山は避ける。 

◎ ◎ ― 

●落石事故の危険 

・富士山の地質は崩れやすく、落石しやすい。 
・過去には死傷者も出た大落石事故が発生。 
・落石事故誘発防止のため、登山道をはずれて歩かない。登山道の端も歩かない。 
・落石を起こした場合は、周囲へ知らせる。 

◎ ◎ ○ 

●夜間登山の危険 

・登山道での転倒や落石の危険。ヘッドランプは必須。 
・前日までの睡眠が十分でない「弾丸登山」は疲労によるケガや高山病等健康上

問題。弾丸登山は避ける。 
・ヘッドランプを持たない登山者は、下山が日没後になると道迷いの危険。 

◎ ◎ ― 
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②安全情報（続き） 

提供する時期 
提供情報の内容 準備 

段階 
登山 
開始前 

登山中 

道迷い情報 

●道迷いの注意喚起 

・分岐点や日没後に注意。 
【吉田ルート】 

・下山道八合目分岐に注意。（標識でルートの色を良く確認） 
・下山道六合目で吉田口登山道との分岐に注意。 
【御殿場ルート】 

・濃霧により道を見逃す危険。（標柱を追って進む） 
【須走ルート】 

・下山道八合目分岐に注意。（標識でルートの色を良く確認） 
・日没後の樹林帯やブル道への迷いこみに注意。 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

高山病に関する情報 

●高山病とは 

・急激な高度の変化に順応できずに、血中の酸素濃度は少なくなって発症。 
・登山を途中で断念する大きな要因。 

●高山病の症状 

・疲労感や脱力感、頭痛、めまい、食欲不振等。重症になると吐き気や嘔吐。反

応の鈍化。 
●予防策 

・高度に体を慣らすため、五合目で１時間から２時間程度、ゆっくり過ごす。も

しくは、麓から登る。 
・一定のペースでゆっくりと登る。 
・定期的に短い休憩をとり、体力の消耗を防ぐ。 
・こまめに水分を補給。 
・腹式呼吸（お腹からしっかり息を吐く）や、意識して深呼吸。（過呼吸にならな

いように注意） 
●発症後の対応策 

・症状が重い場合は、無理をせず下山。（高度を下げると症状が回復する） 

・暖かくして休む。 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

緊急時の対処方法 

●緊急時の救助要請 

・体調が悪い場合は救護所を利用（吉田ルート七合目・八合目、富士宮ルート八

合目） 
・登山出発前に安全指導センター等で救護所の開設期間を確認。 
・救助要請は１１０番または１１９番に連絡。安全指導センター等でも可（標柱

に連絡先が記載されている）。 
・標識の地点番号で位置を連絡。 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 
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③規制・マナー情報  ※登山にあたって知っておくべきルールやマナー情報 

提供する時期 
提供情報の内容 準備 

段階 
登山 
開始前 

登山中 

基本的なルールとマナー 

●自然公園法による国立公園の指定及び禁止行為 

・五合目以上は、国立公園特別保護地区として下記の行為禁止 
＜禁止行為＞ 

・動植物の採取 
・土砂・石の採取（溶岩の持ち出し） 
・キャンプ（テント設営）、たき火 
・ペット等動物を放すこと 
・オフロード車、オフロードバイク等の乗り入れ 

●文化財保護法による特別史跡、名勝、天然記念物等の指定 

・溶岩洞穴、溶岩樹型などは天然記念物 
・富士講登山と関わりの深い神社等は史跡 

●富士山憲章にもとづく「富士山カントリーコード」（10項目） 

・美しい富士山を後生に引き継ぐ、ゴミは絶対捨てずに持ち帰る、等 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

マイカー規制情報 

●有料道路の規制 

・富士スバルライン（吉田：山梨県道路公社）、富士山スカイライン（富士宮：

静岡県）、富士あざみライン（須走：静岡県） 
※道路ごとに毎年、規制期間、規制区間等が異なるため各管理者に確認のこ

と。 
●マイカー規制期間中の駐車場及びシャトルバスの運行 

※道路ごとに毎年異なるため、各管理者、バス運行会社に確認のこと。 

 
◎ 

 
◎ 

 
― 

環境保全の取組情報 

●環境配慮型トイレの利用方法及び協力金 

・環境保全の観点から、し尿を微生物で分解するバイオ式トイレなど自己完結

型トイレを整備。 
・処理方法によって利用の方法が異なるため、トイレごとの使用ルールを守る。 
・厳しい自然条件下での維持管理に多額の費用がかかるため、利用には協力金

（チップ）が必要。（100円から 300円程度。トイレによって異なる。） 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 
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④利便情報  ※アクセスや山小屋、トイレの情報など、富士山登山を円滑かつ快適にする情報 

提供する時期 
提供情報の内容 準備 

段階 
登山 
開始前 

登山中 

アクセス情報 

●登山口への交通アクセス 

●駐車場情報 

・マイカー規制期間中の駐車場位置など。 
●交通情報 

・道路渋滞や駐車場待ち状況など。 

 
◎ 

 

 
◎ 

 
― 

山小屋に関する情報 

●山小屋の位置、連絡先 

●山小屋の開設期間 

・ルートや小屋によって異なるため、個別に確認。 

●利用上の注意事項 

・混雑時は予約なしの場合、利用できない場合がある。 
・クレジットカードやトラベラーズチェックは利用不可。 

 
◎ 

 
○ 

 
― 

案内・問合せ先情報 

●登山情報等の問い合わせ先 

・富士スバルライン五合目、吉田ルート六合目、富士宮口五合目には、登山シー

ズン中、安全指導センター等（臨時派出所を兼ねる）が開設される。 
・須走口五合目、御殿場口には登山シーズン中、観光案内所が開設される。 
・各道路の通行状況は、各管理者へ問い合わせる。 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

トイレ情報 

●トイレの場所、混雑状況 

【吉田ルート】 

・吉田ルート下山道には、山小屋がないため、七合目の公衆トイレは混雑する。 
・山頂で済ますか、六合目のトイレを利用するなど利用分散。 

●環境配慮型トイレとチップ制 

・厳しい自然条件下での維持管理には多額の費用がかかる。 

・それを補うため、利用には100円～300円程度の協力金をお願いしている。（小

銭が必要） 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

その他利便情報 

●山頂郵便局（開設期間など） 

●飲食 

・飲食や水等が購入できる山小屋もあるため、必要以上の水や食料を持つことは

ない。 

 
◎ 

 
◎ 

 
― 
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⑤資源情報  ※富士山登山で享受できる魅力に関する情報 

提供する時期 
提供情報の内容 準備 

段階 
登山 
開始前 

登山中 

富士山に関する情報 

○標高（登山口や地点ごとの標高） 

○成り立ち・地形地質 

○気象特性（突風、濃霧、落雷等） 

○歴史文化（信仰や富士登山の歴史等） 

○国立公園（国立公園の指定範囲、等） 

○文化財指定（特別名勝、史跡、等） 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

富士山の見どころ情報 

○植生、動植物資源、溶岩洞穴・溶岩樹形 

○ご来光、影富士、眺望 

○山頂付近の見どころ 

 
◎ 

 
◎ 

 
◎ 

周辺施設資源情報 

○学習施設に関する情報 

○五合目周辺でのガイドツアーに関する情報 

○温泉 

○周辺の見どころ 等 

 
◎ 

 
― 

 
― 
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富士山登山者に提供すべき情報【ルート別登山基本情報（特徴、施設紹介・注意点）】 

ルート 提供情報の内容 

【吉田ルート】 ＜特徴＞ 

・吉田口登山道の起点：北口本宮浅間神社横 
（吉田ルートの出発地点：富士スバルライン五合目、標高約 2,300m） 
・富士山の北側から山頂を目指すルート。 
・登山道と下山道が別。 
・登山道に山小屋が多いが、下山道には山小屋がない。 
・富士山登山者全体の半数以上が利用する。 
＜施設紹介・注意点＞ 

・山梨県営五合目総合管理センター（富士スバルライン五合目）、富士山安全指導セ

ンター（六合目）で登山情報を提供。 
・七合目と八合目の救護所は、登山シーズン中、医師が常駐している期間がある。 
・八合目で須走ルートと合流し、登山道が渋滞することがある。 
・下山道は、八合目まで須走ルートと同じ。7月はじめには残雪のため、下山道を利
用できないことがあるため、登山を開始する前に下山道の状況や下山道として利用

できる場所等を六合目富士山安全指導センターで確認。 
・下山道八合目の須走ルートとの分岐点に注意。標識を良く確認のこと。吉田ルー

トは、山小屋「下江戸屋」前の細い道を通る。 
・八合目の分岐後、下山道には山小屋がない。公衆トイレは、七合目と六合目にあ

るが、七合目は大変混雑するため、山頂や本八合目の山小屋で済ませるか、六合目

安全指導センター横を利用。 
【富士宮ルート】 

 

＜特徴＞ 

・出発地点：富士宮口五合目（標高：約 2,400m） 
・富士山の南側から山頂を目指すルート。 
・４ルート中、最も標高の高い地点から出発。 
・吉田ルートに次いで登山者が多く、富士山登山者全体の約３割が利用。 
・登山道と下山道が同じため、登山道が混雑することがある。 
・五合目を出発するとすぐに傾斜が急になり、岩場が多い。 
＜施設紹介・注意点＞ 

・富士山総合指導センター（富士宮口五合目）で登山情報を提供。 

・五合目及び山頂付近に公衆トイレがある。山頂の公衆トイレは、7月～9月上旬ま

で。 

・六合目で宝永火口方面への遊歩道と分岐。宝永遊歩道は、宝永火口を経て御殿場ル

ートへ至る。 

・全体に傾斜がきつく、岩場が多いため、落石に注意。下山時には、尻餅など転倒事

故が多い。 

・登山道と下山道が同じ。登りを優先し、狭い場所では譲り合いを心がける。 

・八合目に富士山衛生センター（救護所）があり、登山シーズンには医師が常駐して

いる期間がある。 

 



 8 

 
ルート 提供情報の内容 

【御殿場ルート】 

 

＜特徴＞ 

・出発地点：御殿場口新五合目（標高：約 1,450m） 
・富士山の南東側から山頂を目指すルート。どこからでもご来光と陰富士が見られる。 
・出発地点の標高が４ルート中最も低い。傾斜は緩いが、４ルート中最も距離が長く、

標高差が大きい。 
・山小屋が少ない。 
・４ルート中、最も登山者数が少ないため、救助を求める場合など、周囲に登山者が

いないことがある。 
＜施設紹介・注意点＞ 

・御殿場口新五合目には、登山シーズン中、臨時観光案内所が開設され、登山情報を

提供。 
・七合目まで山小屋がないため、五合目で食料や水などを準備し、トイレを済ませる。 
・七合目から頂上まで、登山道と下山道が同じ。登りを優先し、狭い場所では譲り合

いを心がける。 
・ブルドーザーの通る道に迷い込むと危険なため注意。 
・頂上からの下山は、登ってきた道を下る。七合目からは「大砂走り」を下る。 
・午後からは濃霧となりやすく、道をはずしやすいため、ロープや標柱を目印にする。 
・六合目で宝永遊歩道と分岐し富士宮ルートへ至る。 

【須走ルート】 

 

＜特徴＞ 

・出発地点：須走口五合目（標高：約 2,000m） 
・富士山の東側から山頂を目指すルート。どこからでもご来光や陰富士が見られる。 
・４ルート中、最も標高の高い場所まで樹林帯。五合目から七合目近くまで樹林帯

の中を歩く。日中、日差しを遮るが、下山時間が遅くなると暗く、道に迷いやすい。 
・下山道の七合目以下は「砂走り」と呼ばれ、一直線に火山砂利の道を下山。 
・富士山特有の濃い霧が出やすい。 
＜施設紹介・注意点＞ 

・須走口五合目の観光案内所で登山情報を提供。登山シーズン中は臨時派出所を併設。 
・本八合目まで、一部で下山道と同じ。登りを優先し、狭い場所では譲り合いを心が

ける。 
・本八合目で吉田ルートと合流。日の出前は、登山道が渋滞することがある。 
・頂上からの下山道は吉田ルートと同じ下山道を利用。7月はじめには残雪のため、
下山道を利用できないことがある。 
・下山道は、八合目で吉田ルートと分岐。吉田ルートへ下らないよう標識に注意。 
・七合目から砂払五合目までは、砂の斜面を一直線に下る「砂走り」。砂に岩が混じ

っているため転倒や捻挫に注意。 
・途中でブルドーザーの通る道へ間違って入ると道に迷いやすいため注意。 
・砂払五合目からは樹林帯に入り、日没を過ぎると暗くなるため、ヘッドランプは必

須。 
【お鉢めぐり】 ・お鉢めぐりをする場合は、90分程度かかるため、天候や体調を考慮し、下山の体力

を残しておく必要。 
・突風が吹きやすく、濃霧など天候の悪い時は危険。 
・剣ヶ峰へ至る馬の背は、滑りやすいため注意。 
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■参考資料 

 

箱根伊豆国立公園（富士山地域）に関する情報 

・国立公園指定区域（特別保護地区等）、利用規制情報、富士山における環境保全の取組状況、富士山に

おける適正利用協議会に関する情報等 

＊掲載サイト：富士箱根伊豆国立公園ホームページ 

http://www.env.go.jp/park/fujihakone/intro/index.html 

 

 

富士山カントリーコード 

策定：富士山地域環境保全対策協議会 

１ 美しい富士山を後世に引き継ぐ 日本一高く美しい富士山を、いつまでも美しく、我が国の
自然風景の象徴として後世へ引き継ぎます。 

２ ゴミは絶対捨てずに、すべて持ち帰る 富士山の美しい景観の中では少しでもゴミが落ちていると
大変目立ちます。また、空気の薄い富士山では清掃も重労
働で危険な作業です。ゴミの持ち帰り運動に協力し、自分
で持ち込んだゴミはすべて自宅まで持ち帰ります。 

３ ゴミになるようなものを最初から持っていかな

い 

近くに見えても頂上まではきつい道のりです。疲れないた
めにも、無駄な荷物は極力省き、ゴミを出さないようにし
ます。 

４ 登山道をはずれて歩かない 登山道でない場所を歩くと、崩れやすいばかりか、植生を
痛めることにもなります。登山道をはずれて歩かないよう
にします。 

５ 登頂記念の落書きをしない 登頂記念の石の落書きは、山頂の景観を著しく壊すことに
なります。石の落書きはしません。 

６ 車道外へ車両等を乗り入れない オフロード車やオフロードバイクの車道外への乗り入れ
は、植生を痛め、動物の生息を脅かします。車道でない場
所へは車、バイクを乗り入れないようにします。 

７ 溶岩樹型等の特殊地形を壊さない 溶岩樹型などは富士山の歴史を物語る古文書です。特殊な
地形について学び、大切にします。 

８ 駐車場ではアイドリングをしない アイドリングによる排気ガスはきれいな空気を汚します。
駐車場での無駄なアイドリングはしません。 

９ 動植物を採らない 自然の中で生きる多様な動植物は、すべて富士山の自然の
仲間です。富士山の動植物を大切にします。 

10 トイレなど公共施設をきれいに使う トイレをはじめ、公共施設は、一人が汚すと後から使う人
達が深いです。一人ひとりが気をつけて、汚さず、壊さず
使います。 

 

 

富士山憲章（平成10年11月18日、山梨県・静岡県制定） 

＊掲載サイト例：http://www.pref.shizuoka.jp/bunka/bk-223/fujisannohi/kensyou.html 
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「富士山における標識類統合ガイドライン」（平成22年３月、富士山標識関係者連絡協議会） 

＊掲載サイト：富士箱根伊豆国立公園ＨＰ 

http://www.env.go.jp/park/fujihakone/effort/fuji_kyogikai.html 

 

 

 
 

（以下、抜粋）
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＜英・中・韓国語翻訳一覧（抜粋）＞ 

（方向・方面表示（案内誘導標識に表示する名称等） 

 

 
 



 13 

 



 14 

 

 
 


